
中国語の複文について

王　麗英

　中国語を勉強する中、初級の段階でも簡単な複文を勉強します。教科書ではよく“～構

文”と書いてあります。中国語の学習を深めるにつれて、次第にいろいろの文型を覚えて

いきます。中国語の複文は実に様ざまあって、学生はそれを勉強するに当たり、意味を間

違えたり、使い方を間違えたりすることもよくあります。この文では、中国語の複文につ

いて検討し、学生の学習に役に立てたらと思います。

　次の項目に分けて分析します。

一、単文の種類

二、複文とは何か

三、複文の分類、分析

一、単文の種類

　単文とは、主語と述語の関係がそれぞれ一つのものをいいます。単文は文の意味用途か

ら疑問文・平叙文（肯定文、否定文）・命令文・感嘆文に分けられます。文の成分から名詞

述語文・動詞述語文・形容詞述語文・主述述語文に分けられます。単文にはまた“是”字

構文・“有”字構文・存現文・比較文・“把”字構文・“被”字構文・連動文・兼語文があり

ます。

二、複文とは何か

　表現の必要性に基づいて、二つあるいは二つ以上の“分句”（節）をある一定の論理関係

によって一つに組み合わせて、より複雑な一つの文を作り上げます、それは複文といいま

す。通常、複文は単文から構成されるとよく言われています。しかし、そうした表現は適

切ではない、複文は単文と単文との簡単な組み合わせではなく、「単文よりも一段レベルの

高い文法単位と見なすことは妥当である」〔注1〕との考えがあります。分句の組み合わせ

によって複文を構成し、それぞれの分句には文法上単文の要素が揃えてあるものの、独立

した文とは等しくないです。複文を構成する分句、「それは抽象化された文一すなわち、

独立した文として用いられるときの前と後ろのポーズと、文イントネーションを取り去っ

たあとに残る存在一と言ってよいかもしれない。」〔注2〕

　単文と複文の区別するには、次の三つの要素が考えられます。

　（1）主述構造は一っだけなのか、それともいくつかあるのか。

　（2）中間に関連される働きのある単語（関連詞）があるかどうか。

　（3）中間にポーズ、つまり分句と分句の間に“，”（逗号）があるかどうか。

　（1）は単文と複文を区別するための必要な要素と思いますが、（2）と（3）は単文と

複文を区別する一っの手がかりとなるもので、複文だから必ず“，”　（逗号）と関連詞が
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あるとは限りません。

　三、複文の分類、分析

　複文は大別して連合複文（聯合複文）と主従複文の二種類に分けられます。この二種類

の複文以外に、緊縮複文と多重複文もあります。

1、連合複文

　二つあるいは二つ以上の分句から平等に・並列的に構成される文は連合複文といいます。

連合複文には次の種類があります。

　①並列複文

　各分句はいくつかの出来事、いくつかの状況あるいは同じ出来事をいくつかの側面で表

す文は並列複文といいます。たとえば、“姐会唱enJL，也会跳舞。”（彼女は歌を歌うことが

できます、ダンスもできます。）

　並列複文は中間に連接詞を使わないものもあるし、連接詞を使うものもたくさんありま

す。　よく使われる連接詞は次のようなものがあります。

a“……，又……”

b“又……，又……”

c“……，也……”

d‘既……，也……”

e〆�c…，又……”

f“一方面……，一方面……”

9“一辺・．．・●●，一辺…冊・”

（“……，y6u……”）　〔……，また……〕

（“y6u・・・…　，　y6u　・●・●・・”　）

〔……でもあり，また……でもある〕

（“……，ye……”）　〔……，も……〕

（“ji・●・…　，　ye　・・…　●”　）

〔……でもあれば，……でもある〕

（“jl●・…　．，　yδu．．・…　”）

〔……であり，……でもある〕

　　（“yifd　ngutidn・・・…　，　yifd　ngmibn・・・…　”　）

〔一方では……，一方では…〕

（“yibid　n・・・…　，　yibid　n・・・…　”）

〔……しながら，……する〕

h“一（来）……，二（来）……”（“yi（16i）……，　er（16i）……”）

　　　　　　　　　　　　〔一つには……，もう一つには……〕

i“－Ptil・・．●・・，二貝』．・●・・．”

j“有的……，有的……”

k“有吋……，有吋……”

1“吋而……，吋而……”

（“yi　ze……，　erze……”）

〔一つには……，もう一つには……〕

（“y6　ude……，　y6　ude……”）

〔あるものは……，あるものは……〕

（“y6　ushl・■■…　，　y6　ushi・・・…　”）

〔時には……，時には……〕

（“shi’er……，　shi’er……”）

〔時に……，時に……，……たり，……たりする〕
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m“一 ?{……，一会几……”（”yfhuir……，　yihuir……”）

n〆噤c…，忽……”

　〔……したかと思えば，……する〕

　（“hO　・・・…　，　hti　・・・…　”　）

〔……したかと思えば，……する〕

　②連続複文

　動作・行為及び事柄を連続して行われることを表す文は連続複文といいます。分句には

前後関係があるため、順番を逆にすることができません。たとえば、“我先去上課，然后去

圏弔館。”（わたしは先に授業に出て、それから図書館に行きます。）

　連続複文の場合、連接詞を使わず、分句の順序で前後関係を表すことはよくあります。

関連詞を使って前後の順序がさらにはっきりさせることができます。よく使われる連接詞

は次のようなものがあります。

　a“（先）……，然后・・…・”（“（xid　n）……，　r6nhOu……”）

　　　　　　　　　　　　　　〔（まず）……，それから……〕

　b“（先）……，接着……”　（“（xia　n）……，　jie　zhe……”）

　　　　　　　　　　　　　　〔（まず）……，続いて……〕

　c“升始……，后来……”　（“kd　ishl……，　h△uldi……”）

　　　　　　　　　　　　　　〔始めは……，その後……〕

d“一……，就……”
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（“yi　・・・…　，　ji口・・・…　”）

〔……すると，すぐに……〕

（‘……1e，　jiti……”）　　〔……したら，すぐに……〕

（“g6　ng・・…・，　ji白……”）　〔……ばかりで，もう…∵・〕

（“　（xid　n）・・・…　，　zdi・・・…　”）

〔（まず）……，それから……〕

　　（“　（xid　n）・・・…　，　hbuldiyδu…　◆・・”）

〔（まず）……，その後また……〕

（“……，jiti……”）　　〔……，そこで……〕

（“……，bidn……”）　〔……，そこで……〕

（“……，cdi……”）　　　〔……，やっと……〕

（“……，yUshl……”）　　〔……，そこで……〕

（“de　ng……，　zdi……”）　　〔……してから，……〕

　③累加複文

　後ろの分句は前の分句より一歩ふみこんだ意味を表す文は累加複文といいます。たとえ

ば、“刻老姉平吋不仮教我伯弔本上的知枳，而且迩経常給我伯排人生的道理。”（劉先生は普

段私たちに教科書に書いてある知識を教えるばかりでなく、また私たちに人生の道理もよ
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く教えてくれます。）

　累加複文は次のようなものがあります。

a〆……，而且／井且……”

b“不但……，而且……”

c“ s仮……，而且……”

　（“・・・…　，　6rqie　／bingqie　・・・…　”　）

　〔……，しかも・その上……〕

（　“b血ddn・・‥・・，　6rqi邑　・・・…　”　）

〔……ばかりでなく，しかも……〕

（“b血ji　n・・・…　，　6rqi邑　…　●・・”　）

〔……ばかりでなく，その上……〕

d“不但／不仮……，述……”（“b☆ddn／bUjl　n……，　hdi……”）

e“ s但／不収……，也・

　　〔・

…　　．・”

　　〔・

・・… ﾎかりでなく，また……〕

　（“bUddn／b立ji　n●・・…　，　ye　・・・…　”）

・・… ﾎかりでなく，……も〕

f“不単……，迩……”　　（“btida　n・・…・，h6i……”）〔……ばかりでなく，また；一…・〕

9“・・…・，再説……”

h“……，更……”

i“……，何況……”

」“……，況且……”

k“……，甚至／甚而・

　　（“……，zdishu6・・…・”）　〔……，それに……〕

　　（〆……，geng……”）　　〔……，さらに……　〕

　　（“……，h6kubng・…・・”）　〔……，まして……〕

　　（“……，kudngqib……　”）　〔……，まして、その上……〕

…・・” @（“……，・shenzhi／shen’er・…・・”）

　　　〔……，甚だしきに至っては……〕

　④選択複文

　二っ或は二つ以上の事柄から一っ選択したり、提案したりすることを表す文は選択複文

といいす。たとえば、“休是中国人，逐是日本人？”（あなたは中国人ですか、それとも日本

人ですか。）

　選択複文は分句の間普通関連詞が使われます。選択複文は次のようなものがあります。

　a“……，或／或者／或是……”　（“……，hub／hu6zhe／huδshi……　”）

　　　　　　　　　　　　　　　　〔……，あるいは……〕

　b“或者・・一，或者……”　　（Chu6zhe……，hubzhe……”）〔……か，あるいは……〕

　c“要久……，要久・・…・”　　（“ydome……，ydome……”）　〔……か，あるいは……〕

　d〆・・一，要IA／要不然……”　（“……，ydome／ydoburdn……”）

　　　　　　　　　　　　　　　〔……，でなければ……〕

e“ ･……，逐是……”

f“不是……，就是……”

g“不是……，便是……”

（“shi・…　●・，hdishl・●◆…　　”　）　　〔・・

（“bロshi・・・…　，ji白shi…　●・・　，　）

〔……でなければ，……である〕

（“bUshl・・・…　，bidnshl・・．“・　”　）

〔……でなければ，……である〕

・… ｩ，あるいは……〕
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h〆与其……，不如……”

i“与其……，宇可／宇雇……”

」〆宇可……，也／也決不……”

k〆宇雇……，也／也決不……”

1“？肯……，也／也決不……”

m“……，不然！否則……”

（“yti　qf・…　●・，bUrU・・・…　　”　）

〔……よりも，むしろ……のほうが……〕

（“yti　qt・…　ひ，ningkさ　／nlngyudn・・・…　　”　）

〔……よりも，むしろ……のほうがいい〕

（“ningke　・・・…　，ye　／ye　ju6b血・・・…　　”　）

〔……しても，……する／決して……しない〕

（〆ningyubn・・・…　，ye　／ye　ju6b血・・・…　　”　）

〔……しても，……する／決して……しない〕

（〆ningke　n・…　．・，y6　／ye　ju6b心・・◆…　　”　）

〔……しても，……する／決して……しない〕

（“・・・…　，　b血rdn／f6　uz6・・・…　”　）

〔……，そうしないと……〕

　⑤対立複文

　対立複文は前後の分句は正反対の対立する内容となっていて、どちらか一方は必ず否定

詞を使います。たとえば、“我不是不想透劫，是没有吋同。”（わたしは運動をしたくないわ

けではなく、時間がないのです。）

　対立複文は次のようなものがあります。

a“ s……，……”

b“……，不……”

c“ ･……，不是……”

d“不是……，是……”

e“ s是……，而是・…・・”

f“要……，不要……”

g“不要……，要……”

　（“bU……，……”）　〔……ではない，……だ〕

　（“……，bti……”）　〔……だ，……ではない〕

　（“　shi……，　bfishl……”）〔……であり，……ではない〕

　（〆bロshl……，　shl……”）〔……ではない，……である〕

（“btishl……，6rshi……”）〔……ではない，……である〕

（“ybo・・…　．，　b☆ybo…　．・・”　）

〔……しなければならない，……してはいけない〕

（“btiydo・・・…　，　ydo・・・…　”　）

〔……してはいけない，……しなければならない〕

　⑥分合複文

　分合複文は、それぞれの部分について述べる二つ或は二つ以上の分句と総括して述べる

分句からなっています。

　分合複文は総括して述べる分句は前にあって、後から個々の部分について述べる分句が

続くというタイプと個々の部分について述べる分句が前にあって、最後に総括して述べる

分句が来るという二つのタイプがあります。一つ目のタイプはたとえば、α遠該子根有音尿

天賦，劔琴弾得根好，小提琴拉得也根好。”（この子は音楽の才能があります、ピアノを上手

に引くことができますし、バイオリンも上手です。）二つ目のタイプの場合、たとえば、“存

一5一



了銭再賄物，或者是貸款消費，遠是丙秤不同的消費現。”（お金を貯めてから買い物をする、

或はローンを借りて消費する、これは二つの異なった消費観念です。）

2、主従複文

　二つ或は二つ以上の意味関係が対等ではなく、主要な内容と副次的な内容を表す分句か

ら構成される複文は主従複文といいます。分句間の意味関係によって、主従複文は次の種

類があります。

　①因果複文

　因果複文は原因と結果の関係を表します。従分句で原因を述べ、主分句で結果を述べま

す。たとえば、“他因力工作忙，所以毎天都工作到彼晩。”（彼は仕事が忙しいため、毎日遅

くまで仕事をしています。）

　因果複文は次のようなものがあります。

a“ �J……，所以……”

b“因カ……，……”

c“……，所以……”

・d“由干・・…・，因此……”

e“ R干……，……”

f“……，因此……”

9“……，因而……”

（〆yi　nwei……，　SU6　yi・・…・”）

〔……のために，だから……〕

（yi　nwさi“……，……”）　〔……のために，……〕

（“・・…・，su6　y　1……”）　〔……，だから……〕

（“y6uyU……，　yi　ncl・・…・”）

〔……によって，そのために……〕

（“y6uyti……，……”）　〔……によって，……〕

（“……，yi　ncl……”）　〔……，そのために……〕

（“……，yin’6r……”）　〔……そのために，……〕

　ある事実を認めて、その事実を原因として、結果を述べるとき、つぎのようなものがあ

ります。

　h“既然……，（那）就……　”　（‘jirdn……，（nd）jiti……”）

　　　　　　　　　　　　　　　〔……したからには，……〕

　i“既然……，……”　　　　（“jlrdn……，……”）　〔……したからには，……〕

　②仮定複文

　前の分句で仮定の意味を述べ、後ろの分句でその仮定の下で推定される結果を述べる文

は仮定複文といいます。たとえば、〆如果天『不好，k机就不能按吋起k。”（もし天候が悪

いなら、飛行機は時間通りに離陸できません。）

　仮定複文は次のようなものがあります。

　a“如果……，就……”　　（“rロ9U6……，　jiti……”）　〔もし……なら，……〕

　b“要是……，就……”　　（“ydoshl……，　j　iti……”）　〔もし……，……〕
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c“ ?@……，那久……”

d“假使……，……”

e〆瘰･……，……”

f“備若……，……”

g“即使……，也……”

h“扱然……，也……”

i“就是……，也……”

j“就算……，也……”

k“啄拍……，也……”

1“……，不然（要不然）…

m“……，不然的話……”

n“怦黶c…，那久（就）…

（‘jid　rロ・…・・，　nd囮e……”）　〔もしも……ならば，……〕

（“jid　shi……，……”）　〔仮に……とすれば，……〕

（“　ru6shl……，……”）　〔もし……なら，……〕

（“td　ngru6……，……”）　〔仮に……したら，……〕

（“jishl……，　y邑一・・”）

（“Z6ngrdn・・・…　，　y6　・・・…　”　）

（“ji立sh1・◆・…　，　y邑　・ふ・●・・”　）

（　“jiUsudn・・．．・・，　y邑　・．・…　”　）

（“nd　pd・・・…　，　ye　・・・…　”　）

　〔たとえ……でも，……〕

　〔たとえ……でも，……〕

〔仮に……でも，……〕

　〔仮に…・・〔でも，……〕

〔たとえ……としても，……〕

…　”　　　（“・・・…　，　b立rdn（ydoburdn）・・・…　”

　　　〔……，そうしないと……〕

　　（“・・・…　，　b直rdndehud・・・…　”　）　　　〔・・…

…　”　　　（“wdnyi　．●・…　，　ndme（ji血）・・・…　”）

　　〔万が一……なら，……〕

・さもないと……〕

　③条件複文

　前の分句に条件を表し、後ろの分句にその条件の下でどのような事態になるかを表しま

す文は条件複文といいます。たとえば、“元槍多薙，我都要学好双語。”（どんなに難しくて

も、わたしは中国語をマスターするつもりです。）

　条件複文は次のようなものがあります。

a“ ?L……，オ……”　　　（“zhi　y6　u……，　cdi……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……してこそはじめて……〕

b〆只要……，就……”　　　（“zhi　ydo……，　jiti……”）　〔……しさえすれば……〕

c“ ?v……，便……”　　（“zhi　ydo……，　bidn……”）　〔……しさえすれば……〕

d“元槍……，都／也……”　（“milVn……，　d6　u／ye∵・…”）　〔……を問わず〕

e“ s槍……，都／也……”　（“bロ1tin……，d6　u／ye……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……にかかわりなく〕

f“不管……，也／都……”　（“btigu6　n－・・，　ye／d6　u－・・”）　〔……を問わず〕

g“不管……，逐是……”　（“btigud　n……，hdishl……”）　〔……を問わず〕

h“任免……，都……”　　（“renping……，　d6　u……”）　〔たとえ……でも〕

i“除非……，……”　　　　（“chロfe　i……，……”）　〔……でないかぎり，……〕

j“除非……，オ……”　　　（“chUfe　i……，　cdi・・・…”）　〔……してこそ……〕

k“除非……，不然／要不然……”　（“chrife　i・…・・，　btir6n／ydoburdn……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……なら別だが，そうでなければ……〕

1“除非……，否則……”　　（“c加fe　i……，f6uz6……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……しなければ……しない〕
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　④逆接複文

　後ろの分句は前の分句と矛盾したり、対立したりの逆接の関係を表す文は逆接複文とい

います。たとえば、“地的学SEI成績根好，但地杁来不研傲。”（彼女は成績がいい、しかし全

然威張ったりしません。）

　逆接複文は次のようなものがあります。

a“……，但／但是……”　　（“……，ddn／ddnshi……”）　〔・・…・，しかし……〕

b“……，可／可是……”　　（“……，k6／ke　shi・・一”）　〔……，しかし……〕

c“……，不辻……”　　　　（“……，bUgub……”）　〔……，でも……〕

d“……，然而……”　　　　（“……，rdピ6r……”）　〔……，しかしながら……〕

e“……，却……”　　　　　（“……，que……”）　〔……のに，かえって……〕

f“……，倒／反倒……”　　（“……，ddo／f6　nddo……”）　〔……，かえって……〕

g“……，而……”　　　　　（“……，6r……”）　〔……，しかし……〕

h“量／量然……，但是……”　（“　sui／sui　rdn……，　ddnshi……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……ではあるけれども，……〕

i“量悦・・一，但是……”　　（“sui　shu6……，　ddnshi……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……ではあるけれども，……〕

j“尽管……，但是……”　　　（‘ji　ngud　n……，ddnshi……”）

　　　　　　　　　　　　　〔……にもかかわらず，……〕

k“別看……，述……”　　　（“bi6kdn……，　h6i……”）　〔・一・だけれども，……〕

1“別看……，却……”　　　（“biekdn……，　que……”）　〔……だけれども，……〕

m“ ﾊ看……，可（可是）……” （〆bi6kdn・・・…　，　ke　（kさ　shi）・・・…　”　）

〔……だけれども，しかし……〕

　⑤目的複文

　従分句で目的を表し、主分句でその目的に達成するためにとる行動を表す文は目的複文

といいます。たとえば、‘力了提高人民的生活水平，政府推出了一系列経済政策。”（国民の

生活レベルを高めるために、政府はたくさんの経済政策を打ち出しました。）

　従分句が前にあって、主分句が後にある目的複文は次のようなものがあります。

　a“カ……，……”　　　　（“wei……，……s））　〔……のために，……〕

　b“力了……，……”　　　（“weile・…・・，……”）　〔……のために，……〕

　主分句が前にあって、従分句が後にある目的複文は次のようなものがあります。

c‘‘……，力的是……”

d“……，以……”

e“……，以便……”

f“……，用以……”

9“……，好……”

（“……，weideshi……”）　〔……は，……のためである〕

（“……，yl……”）　〔……するように，……〕

（“……，yi　bidn・・…・”）　〔……できるように，……〕

（“……，ybngyi・・一”）　〔一・・もって，……する〕

（〆……，hdo……”）　〔……しやすいように，……〕
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h“……，省得・・・…”

i“……，免得……”

j“……，以免……n

（a・・◆…　，shb　ngde・・・…　”　）

（“・・・…　，　mid　nde・・・…　n）

（“……，yi皿idn－・・”）

〔……しないですむように，……〕

〔……しないですむように，……〕

　〔……しないように，……〕

⑥時間複文

　従分句で主文句の時間関係を表す文は時間複文といいます。たとえば、“我在日本的吋

候，爬迂一次富士山e”（私は日本にいた頃、一度富士山に登ったことがあります。）

　時間複文は次のようなものがあります。

a“……的吋候，・・・…”

b“……吋，……”

c“……以前，……”

d“……之前，……”

e“……以后，……”

f“……之后，……”

9〆宜到……，オ……St

h〆都……，オ……”

i“オ……，就……”

j“．・・台・・，≦冬干．．・・．．”

（“……deshihou，……”）　〔……のとき，……〕

（“……shi，……”）　〔……のとき六・・…〕

（“……yi　qidn，……”）　〔……する前に，……〕

（“……zhi　qidn，……”）　〔……する前に，……〕

（“……yih6u，……”）　〔……後（したら），……〕

（“……zhi　h△u，……”）　〔……後（したら），……〕

（“zhiddo……，　cdi……”）　〔……になってやっと……〕

（“dOu……，　c6i……”）　〔……になってやっと……〕

（“cdi……，　j抽……”）　〔……なのにもう……〕

（“……，・zh6　ngyfi・・…・”）　〔……してやっと……〕

3、緊縮複文

　単文の形態に緊縮した複文は緊縮複文といいます。それは形の上で単文に見えて、意味

の上では複文であって、縮約した複文です。たとえば、会う約束をしたときの“不児不散。”

（ずっと待ってますね。）普通の複文にすれば、“如果見不到，就不要高升那里。”また、疑問

詞を呼応させる表現（複文）もよく見られます、これも緊縮複文です。たとえば“休要多

少我拾休多少。”（あなたがほしい分をあげます。）これも普通の複文にすると、“祢想要多

少，我就拾休多少。”

　緊縮複文は次のようなものがあります。

”
　

”
　

”

不
也
越

不
不
越

“
　

“
　

“

a
　
b
　
C

d“越来越……”

e“�c…不可”

f“一……就……”

（“bti……bti……”）　〔……しなければ……しない〕

（“bti……yさ……”）　〔たとえ……なくても……〕

（　“yue●・・…　yuさ・・・…　”　）

〔……すればするほどますます……〕

（　‘‘yuさ16iyuさ・・・…　”　）

〔（時間が経つにつれて）ますます……〕

（　“f6　i・・・…　b血ke　”　）

〔どうしても……しなければならない〕

（“yi……jm”）　〔……するとすぐ……〕
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9“……什久・・…・什ls”

h‘‘……1邸几……邸JL”

i“准……准……”

j“志IA・・・…惹久・…．・，，

k‘几……几……”

1“多少……多少……”

m“……就……”

n〆 ﾄ……也……”

　（　“・・・…　　sh6nme・・・…　sh6n皿e”　）

〔（前に述べた）そのものを……する〕

　（“……ndr……ndr”）　〔（前に述べた）場所を……する〕

　（　“sh6i…　．・・sh6i…　．・・”　）

〔（前に述べた）その人を（に）……する〕

（“Z6　n皿e……Zさnme”）

〔（前に述べた）その方法で……する〕

（“jl……ji”）　〔（前に述べた）その数を……する〕

（　〆du6　sh6　0・…　◆・du6　sh6　0”）

〔（前に述べた）そのぐらい……する〕

（〆……ji　ti……”）　〔……ならば……〕

（“zdi……y6……”）　〔いくら……ても……〕

4、多重複文

　上の1と2で述べた連合複文と主従複文は二つの分句からできていて、一つの意味関係

しかありません。それに対して、多重複文とは三つ以上の分句から構成し、二つ以上の意

味関係を表す複文です。多重複文の場合、複文の分句は複文であってもよく、さらにその

分句になっている複文もまた複文であってもいいです。複文の構造は二つ或は二つ以上の

二重或は三重以上の重なり合ったものもたくさんあります。文学作品や論文などではよく

みられます。

　以上中国語の複文について簡単に整理、分析してきました。複文の意味を正しく理解し、

会話や作文のtt’に自然に取り入れることによって、中国語の表現が一段と豊かになるに違

いありません。

　中国語の複文は複雑で多種多様です、しかし中国語の文はすべて型通りにきちんとまと

まるものではないと思います。わたし達は上に述べた複文の形式を一つの手がかりとして、

さらに限りなく変化する言葉や文をつねに探求していく必要があると思います。

注：1．『文法講義一朱徳煕教授の中国語！法要説』

　　　　朱徳煕　著　　杉村博文・木村秀樹訳　白帝社　1995年

　　2．同上
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